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朗読

仲本安一議員

第一助役
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○　選挙管理委員補充員の選挙
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那覇市告示第９１号

１９６８年１０月９日










第１０６回那覇市議会（臨時会）を次のとおり招集する。







那覇市長　　西銘順治













１　日時　　　　１９６８年１０月１１日（金）午前１０時




２　場所　　　　那覇市議会議場




３　付議事件　　市長退職申出について







第１０６回那覇市臨時会会期日程




１９６８年１０月１１日　１日間









	月

	日

	曜

	種別

	日程

	備考




	１０

	１１

	金

	本会議

	案件上程、説明聴取、質疑、表決

	

















第106回那覇市議会会議録




臨時会




上程案件







退職申出書







　このたび一身上の都合により、１９６８年１０月２０日に退職いたしたいので申出ます。







１９６８年１０月９日













那覇市議会議長

高良一殿










那覇市長　　西銘順治












第106回那覇市議会会議録




臨時会




上程案件・処理結果







第１０６回那覇市議会（臨時会）処理結果




本会議　　１９６８年１０月１１日










	（午前１０時１９分　開会）

	（午前１０時４５分　閉会）







本日の会議事件並びにその結果下記のとおり






	提出

	件名

	提案者

	結果




	年

	月

	日

	番号




	６８

	１０

	１１

	


	会議録署名議員の指名

	議長

	４番議員

６番議員




	


	


	


	


	会期の決定

	〃

	１日間




	


	


	


	


	市長退職申出について

	市長

	同意




	


	


	


	


	選挙管理委員補欠員の選挙

	


	選挙
















第106回那覇市議会会議録




臨時会




１０月１１日（金曜日）１日





１９６８年第１０６回那覇市議会会議録（臨時会）




○　１０月１１日（１日）

	（午前１０時１９分　開会）

	（午前１０時４５分　閉会）









○　出席議員（２６名）





	　１番
	安見福寿君
	１７番
	金城吾郎君


	　２番
	椿秀義君
	１８番
	大山盛幸君


	　４番
	喜舎場盛一君
	１９番
	又吉久正君


	　６番
	儀間真祥君
	２０番
	赤嶺慎英君


	　７番
	瀬長フミ君
	２１番
	金城重正君


	　８番
	黒潮隆君
	２２番
	赤嶺保三郎君


	１０番
	吉浜朝一君
	２４番
	平良真次郎君


	１１番
	真栄城嘉園君
	２５番
	高良一君


	１２番
	金城庄瑞君
	２６番
	比嘉佑直君


	１３番
	仲宗根昌弘君
	２７番
	比嘉朝四郎君


	１４番
	宮良永昌君
	２８番
	平良亀助君


	１５番
	久高友敏君
	２９番
	辺野喜英興君


	１６番
	仲本安一君
	３０番
	渡口麗秀君







○　欠席議員（４名）


	　３番
	大浜長弘君
	　９番
	友利栄吉君


	　５番
	山川正平君
	２３番
	喜久山朝重君












○　説明員


	市長
	西銘順治君


	第一助役
	古堅宗徳君


	第二助役
	新垣義徳君


	収入役
	渡口政行君


	市長公室長
	城田清才君


	総務部長
	新里博一君


	財政部長
	当間重美君


	経済民生部長
	慶佐次盛宏君


	建設部長
	花城直政君


	土木部長
	金城秀仁君


	消防長
	宮平栄治君


	水道局長
	玉城定仁君


	秘書課長
	大浜用陽君


	総務課長
	新垣弘君




～～～～～～～～～～～～～～






○　事務局出席者


	事務局長
	義永栄善君


	庶務課長
	玉城三郎君


	調査係長
	亀島美一君


	議事係長
	永山盛宏君


	　
	　


	記録係長
	山城正信君


	記録係
	徳村政保君




～～～～～～～～～～～～～～









１９６８年第１０６回那覇市議会臨時会議事日程第１号

１９６８年１０月１１日（金曜日）午前１０時開議




第１　　　会議録署名議員の指名

第２　　　会期の決定

第３　　　市長退職申出について

第４　　　選挙管理委員補充員の選挙

～～～～～～～～～～～～～～～






○　会議に付した事件

議事日程に同じ

～～～～～～～～～～～～～～～








○　議長（高良　一君）

　これより１９６８年第１０６回那覇市議会臨時会を開会いたします。

　これより本日の会議を開きます。本日の日程は、お手元に配布してある議事日程第１号のとおりであります。

「諸般の報告」をいたします。

１０月９日付、「退職申出書」及び那総総第６，１８５号「議会出席者について」市長から文書が送付されておりました。

写は、お手元に配布してあります。

１０月８日付、那選第４９号「選挙管理委員補充員の辞職について」選挙管理委員会委員長から文書が送付されておりました。

写は、お手元に配布してあります。

９月２６日付、那監第５６号「１９６９年度８月分公営企業水道事業会計例月出納検査の結果報告」および

那監第５７号「１９６９年度８月分、１９６８年８月（出納整理期間の分）一般会計および区画整理事業特別会計、下水道事業特別会計の例月出納検査の結果報告」書が、那覇市監査委員中山興忠ほか３名から提出されておりました。

写は、お手元に配布してあります。

　去つた第３宮古台風は、各地に多くの被害をもたらし、特に宮古、久米島等は甚大な被害を蒙つております。

　この際、吾が那覇市議会は、議員１人当り１ドルの救援金を各自支出し、宮古の平良市と久米島の仲里、具志川両村に贈りたいと思いますので、議員各位の御協力をお願いいたします。

１０月５日付、大浜長弘、金城庄瑞両議員の御母堂が死去されたことに対し、議員慶弔規規程により、それぞれ御香典を贈りました。

（「議長、ひとりごとみたいで聞えませんよ」というものあり）

　会議録署名議員は、会議規則第１１６条の規定により、議長において儀間真祥君、喜舎場盛一君を指名いたします。








○議長（高良　一君）

　日程第２「会期の決定」を議題といたします。

　おはかりいたします。

今期臨時会の会期は本日１０月１１日１日間といたしたいと思います。

これにご異議ありませんか。

（「異議なし」というものあり）




○議長（高良　一君）

　ご異議なしと認めます。よつて会期は、１日間と決定いたしました。






○議長（高良　一君）

　日程第３「市長退職申出について」を議題といたします。

まずその申出書を朗読いたさせます。

（議員朗読）




○議長（高良　一君）

　おはかりいたします。本申出に同意することにご異議ありませんか。






○仲本　安一君

　本員は市長の退職申出について異議があるものではありません。これは了といたしますけれどもこの申出書を拝見いたしました場合に非常に簡単であります。たとえば２行であろうが１０行であろうがかまいませんけれども、特に本員が指摘し、お尋ねしておきたいのは、〝このたび一身上の都合により〟とありますが本員はわかつております。

しかし、ここはいやしくも議会であります以上何のためにおやめになるのか、悪いことをして一身上の都合でやめられるのか、その他転職でやめられるのか、あるいは主席に立候補するためにおやめになられるのか、はつきりしない。これが１０年後、２０年後の場合は何でおやめになつたかわからない。議事録にはつきり残しておくために、これは市長の口から一身上の都合でかくかくしかじかの理由でやめたいということを明言していただきたいと思います。なおこれであげ足をとろうとは思つておりません。そういうことを明言されたからといつて事前運動になるわけではありません。ただ公式の機関であります以上、それを正式にしてもよかろうということであえて一身上の都合についての彩明を求めたいと思います。






○第一助役（古堅宗徳君）

　市長の退職申出の件でございますがこれはいわゆるあくまでも一身上の都合でありましてそれ以外に表現の方法はないのであります。

（「進行」というものあり）




○仲本　安一君

　一身上の都合は私もわかつております。わかつておりますけれども、

（「わかつていればいいじやないか」というものあり）

それは仲本個人というのと議会の議場というのとは違いますよ。１０年後、２０年後になつたら何のためにおやめになつたかわかりませんよ。たとえば、ほかの会社の社長になられるとか、そういつたことであればかまいませんよ。しかし公の事でありますので明確になさつたほうがいいと思います。これは何もあげ足をとろうということじやありませんよ。




○議長（高良　一君）

　休憩します。

	（午前１０時３０分　休憩）

	（午前１０時３１分　再開）







○議長（高良　一君）

　休憩前に引続き会議を開きます。




○議長（高良　一君）

　市長西銘順治君の退職に同意することについてご異議ありませんか。

（「異議なし」というものあり）






○議長（高良　一君）

　全員ご異議なしと認めます。よつて市長西銘順治君の退職については同意されました。

～～～～～～～～～～～～～～






○議長（高良　一君）

　日程第４選挙管理委員補充員の選挙を行います。

　おはかりいたします。

　選挙の方法につきましては、市町村自治法第５８条第２項の規定により指名推選によりたいと思います。これにご異議ありませんか。

（「異議なし」というものあり）




○議長（高良　一君）

　ご異議なしと認めます。よつて選挙の方法は指名推選によることに決しました。




○議長（高良　一君）

　おはかりいたします。

　議長において指名することにいたしたいと思います。これにご異議ありませんか。

（「異議なし」というものあり）




○議長（高良　一君）

　ご異議なしと認めます。よつて議長において指名することに決しました。




○議長（高良　一君）

　選挙管理委員補充員に与世川朝睦君、仲村治子君、高江洲愛子君、比嘉朝興君、山城正信君を指名いたします。




○議長（高良　一君）

　おはかりいたします。

　ただいま議長において指名いたしました与世川朝睦君、仲村治子君、高江洲愛子君、比嘉朝興君、山城正信君を選挙管理委員補充員の当選人と定めることにご異議ありませんか。

（「異議なし」というものあり）




○議長（高良　一君）

　ご異議なしと認めます。よつてただいま指名いたしました与世川朝睦君、仲村治子君、高江洲愛子君、比嘉朝興君、山城正信君が那覇市選挙管理委員補充員に当選されました。

　なお、補充員の順序については与世川朝睦君、仲村治子君、高江洲愛子君、比嘉朝興君、山城正信君の順序とすることにご異議ありませんか。

（「異議なし」というものあり）

ご異議ないものと認めさよう決定しました。

～～～～～～～～～～～～～～




○市長（西銘　順治君）

　私の退職につきましては全員ご承認下さいましてまことにありがとうございます。過去７年の間議員各位からたまわりましたあたたかいご支援とご鞭撻のご厚情に対しまして衷心より御礼を申し上げてごあいさつにかえます。




○議長（高良　一君）

　議長から西銘市長にお別れの言葉をさしあげたいと思いますがよろしゆうございますか。

（「異議なし」というものあり）

　西銘市長は、６２年１月第１８代目の市長として就任いらい連続２期、７ケ年間勤めました。任期は来年１２月まであと１年余り残つているが、民主党総裁として沖繩主席候補として立候補のため辞任されるものでありますが、４０代の若さで第１８代那覇市長に就任した西銘市長は、その若さと英智と勇断によつて復興期の那覇市を発展期の那覇市に躍進させたことは我々が否定できないことであります。

　ここに議長として７ケ年の西銘市長のご苦労に対し感謝を申し上げます。特に戦後１０有余年魔の市会として市民からとかくの批判を受けた議会運営も西銘市長以来、対話と協調によりスムーズに運営されるようになりましたことも議員各位の熱意もさることながら、西銘市長の市政運営の良さも貢献していることを信じております。

　さて西銘市長は調和と躍進の那覇市建設を目標にいろいろ仕事をしてきましたが、特に印象にのこる西銘市長の業績をふりかえつて見たいと思います。

　まず第一にガーブ川の改修工事であります。この工事は兼次市長からの引き継ぎ工事でありましたが、水上店舗立退き問題、花屋の移転問題等いろいろ紆余曲折があり、相当な難事業でありましたが、西銘市長の英断により、これが完成し、明るい那覇市の中心街の解消ができました事は、いろいろな想い出として忘れることのできない事業の一つであります。

　次に牧志公設市場の建設でありますが、この事業は皆様が御承知のとおり６年がかりの難事業であり業者との対立がはげしくなり、建設委員会室に業者が入り込み委員会の審議を中断させるなど我々議会にとつてもこれまた忘れることのできない工事の一つであります。その他区画整理事業、不良住宅街の解消事業等西銘市政は坦々たるものでなく、まさに波爛万丈の中にあつたといつても言いすぎではないのであります。

　このような中で保育所の建設、市庁舎の建設、下水道事業の実施、コンポスト工場及びゴミ焼却炉建設、青少年健全育成と育英資金創設、老人福祉対策等近代都市としての基礎がためのための諸施設を完成させ、予算面においても就任当時の予算額３００余万ドルを約６倍１千８００万ドルの大型予算は西銘市長の業績がいかに大きいかを物語つていると思います。ただ西銘市長が気がかりなことは、安謝新港建設と公会堂の建設を見ないでその職を去ることだと思いますが、これについては我々議会と次の市長で立派に受けついで完成したいと思います。今後沖繩の政治の一大転換期に際し自由民主党の総裁に就任され主席候補として立候補なされるため任期中に那覇市長の職を去るわけでありますが、どうか体に気をつけられて沖繩１００万住民のため奮闘して国際的な沖繩を建設され、市長の職を去りましても７カ年の那覇市長としての経験をもとに県政に那覇市発展のためにご尽力下さいますようお願い申し上げます。

　最後にこれまで市につくされたご苦労に対し心から感謝申し上げるとともに今後のご発展ご活躍をお祈りいたしまして送別の言葉といたします。那覇市議会議長高良一。




○議長（高良　一君）

　以上をもちまして第１０６回臨時会を閉じることにいたします。ありがとうございました。



（午前１０時４５分　閉会）

～～～～～～～～～～～～～～～～







上会議録を調整し署名する。




１９６８年１０月１１日




議長　　　　高良一　　　　㊞




署名議員　　儀間真祥　　　㊞




署名議員　　喜舎場盛一　　㊞
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